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おさんぽギャラリー
“春”

　また、同日15時からは、ともしび博物館で開
催中の「煌（きら）めく絶景　信州武石」写真展に
おいて、出展者で写真家の岡田光司氏のギャラ
リートークが開催されました。

花桃、アジサイ、美ヶ原高原、巣栗渓谷、竜ケ
沢ダムなどに、武石の美しい自然と光が生み出す
芸術写真について、岡田さん本人からの解説があ
りました。地元の人は何気なく見過ごしている風
景の中に、素晴らしい光の瞬間が詰まっているこ
と、それを見つけるために撮影場所の工夫、何時
間も待って取るタイミング等について解説がされ
ました。50人ほどの参加者は、改めて作品のす
ばらしさを実感。武石の美しさを再認識していま
した。
　岡田さんの写真展は7月28日まで開催されて
います。

　４月28日（日）10連休の２日目、武石風土つ
なぎ隊(代表柳沢裕子さん)が主催する「2019武
石おさんぽギャラリー春」がJA武石支所周辺で
開催されました。
　手作りアクセサリーや木工品、農産加工品、フ
リーマーケットなど多くのブースが出店され、ド
ローンの体験など大勢の人が春の一日を楽しんで
いました。
　今回のメインイベントは、紅白歌合戦。男女
14組が紅白に分かれて自慢のノドを披露し、点
数を競いました。中には、男性パートと女性パー
トを地声と裏声を使い分け一人二役で「銀座の恋
の物語」を唄う器用？な人も。会場は笑いと拍手
に包まれました。
　歌合戦は、上本入出身で上田でカラオケ教室な
どを主催するプロ歌手、宮下賢さんのプロジュー
スにより実現しました。
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　住みよい武石をつくる会 2019 年度定期総会 
が４月 21 日午後、上田市商工会武石支所会議室
において開催されました。１期目 2 年の任期が
終了し、当日は各団体等からの選出者など、つく
る会改選委員 105 名（うち 委任状 52 名、定員
107 人）が出席しました。
　開会のあいさつで児玉卓文会長は「住みよい武
石をつくる会は、発足して 2 年を経過し、構成
する 6 つの部会で、できることから事業の取り
組みをしてきた。上田市内 10 の自治組織がある
が、武石はエリアトークを始め独自の活動など
活発に活動していると自負している。今年は武
石村ができて 130 年の節目の年であり、2 年後
には総合センターが完成する。今年は住民が知恵
と「ずく」を出し地域再構築の初年度としていきた
い」としました。
　来賓の石井武石地域自治センター長は、「住民
自治組織は、「住民主体の地域の維持発展を目指
す行政との協働、共助の考え方で進めているも
の。住みよい武石をつくる会は、エリアトーク整
備など他地域より活発に活動している。今後も地
域の特性を生かした活動をお願いしたい」と、ま

た松尾卓市会議員は、「市内 10 の自治組織は、
単一の自治会で対処できない課題を解決するため
の組織。武石でも自治会内で人口減少が続くな
ど、現状を検討する時期に来ていると思う。市議
会でも自治組織予算について検討していきたい。」
と祝辞がありました。
　 議 事 で は 2018 年 度 事 業 報 告、 決 算 報 告、
2019 年度事業計画、予算、役員の改選、まちづ
くり計画などが審議されました。

 ア 2018 年度事業
　2018 年度は武石まちづくり計画案の作成や
エリアトーク、広報発行が行われたほか、会の
自主事業、他団体との協働・協力、調査や研修
への参加など、次のような事業が実施されまし
た ( 主なもの )。
・武石健康ウォーキング（２回）、ヨガ教室
・たけし共育フォーラムの開催
・たけしカルタ歴史さんぽみちの実施
・道路環境ｸﾘｰﾝ大作戦（県道沿い草刈り） 

住みよい武石をつくる会
2019年度定期総会

2018年度事業報告・決算
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　本会（一般会計）の予算は、前年度とほぼ同じ
2,504 千円で歳入はほとんど全額市の交付金、
歳出は前年度とほぼ同じ内容となっています。 

エリアトークについては、通常の運営事業計
画・予算となっています。
　予算総額は歳入・歳出　 4,923 千円。 

・歳入内訳は、加入者負担金が3,960千円、前年
度繰越金が 917 千円。

・歳出は、人件費、通信費などの運営費が1,304
千円、設備更新の積立金が3,500千円などと
なっています。

　総会では、2 年間をかけて検討されてきた、た
けしまちづくり計画が決定されました。その審議
の中で、「委員として計画づくりを進めてきたが、
現状の問題解決のための行動にどう結び付けてい
くのか具体化のシステム作りが課題である」と意
見がありました。
　まちづくり計画につきましては 4 ～ 5 ページ
に概要を掲載しています。なお計画の全文はつく
る会のホームページをご覧ください。

　2 年の任期満了に伴い役員が改選され、総会に
おいて、会長に児玉卓文、副会長に児玉裕二・廣
川光子（会計兼務）、監事は池内俊郎、高橋みち子
の各氏がそれぞれ再任されました。
　また 5 月に 6 つの部会が開催され、正副部会
長は下表のように選任されました。

・通学合宿事業の主体的参加
・ともしび駅伝、スポーツ祭り、ふれんず子ども

祭り、松くい虫防除、せせらぎサイエンス等各
種事業の参加・協力

・武石夏まつり事業への参加
・先進地視察、6次産業化、地域づくり講座、ま

ちづくり講演会・研修会等への参加

イ 2018 年度本会会計の決算概要
本会の会計（一般会計）は、歳入・歳出とも、

2,565 千円となりました。 
・歳入は市からの交付金2,500千円、雑収入64

千円、寄付金１千円などです。
・歳出の主なものは、会の委員・役員手当700

千円、事務職員賃金824千円、消耗品196千
円、インターネット接続費116千円、部会活動
費196千円、広報印刷費381千円等です。

ウ 2018 年度情報伝達無線システム
特別会計概要
2017 年度に施設整備が完了し、2018 年度

からは通常の運営業務となりました。
　歳入 5,214 千円、歳出 4,297 千円となり、
差引 917 千円は来年度繰越金となります。
・歳入は、加入者負担金 4,044千円（１台・年

4,000円）、有料放送手数料36千円、前年度繰
越金1,127千円などです。

・歳出の主なものはアナウンサー賃金 793千
円、電話料270千円、設備器具保険料54千円、
器具更新のための積立金3,100千円などと
なっています。

　2019 年度は、前年度の事業をより充実したも
のとしつつ次のような武石まちづくり計画に基づ
く新たな事業の展開も始まっていきます。

・熊沢峠復活事業への協力
・武石の縁が輪事業の運営支援
・地域農産物供給実証実験
・軽トラ市など地域産物の流通研究
・美ヶ原市民登山
・空き家対策の研究
・名所旧跡等の地域案内の充実
・交通弱者対策の研究

部　会 正 副

ふれあい交流 清住 　淳也 依田 　享敏

自然・生活環境 橋詰 　明徳 松井 美智子

産業経済 橋詰 真由美 竹内 　明利

健康・福祉・体育 伏見 　貴昭 小山 ひとみ

子育て･教育文化 小林 　愼一 児玉 久美子

広報 宮下 　政登 北澤 　　茂

2019年度事業計画・予算

「たけしまちづくり計画」の決定

児玉卓文会長、
児玉裕二・廣川光子両副会長再任
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武石まちづくり計画（概要）
～恵まれた自然と人の営みを大切にして、

一人ひとりが輝く武石をめざして～

武石地域の現状と課 題

まちづくり計画
第１ 人々が明るく支え合う安全・安心な地域づくり

１ 地域コミュニティーの醸成と
　　　　　　　　　地域内外への情報の発信

５ 伝統文化・歴史の継承と
　 新たな文化の発展

３ 健康寿命延伸に向けて

２ 安全・安心な地域づくり

３ 活力ある農林業の推進と商工業の振興 ４ 農村観光の創出

第２ 地域資源を生かした地域づくり
１ 住民交流と移住促進 ２ 農地や自然環境の保全

４ 子育て環境の充実

人口減少と少子高齢化が進み、地域の維持
に必要な人的資源も減少している！！

武石らしい観光を
提供できないかな～

松くい虫被害が拡大、
森林資源の損失も
心配

昔のように
子供が活発に
遊びまわる姿を
最近見ないな～

高齢化で農地や河
川の管理を十分に
出来ない場所が増
えてきている！！
美しい農村風景は
大丈夫？

空き家が増加していて、防犯・防災・景観が心配

ご近所づきあいも昔
ほど活発でなくなり、
自治会や公民館活動
への参加者が減少し
ているけど、伝統のお
祭りを続けていかれ
るだろうか？

最近自然災害が多いし、一人で介護しているが災害の時に
地域で支えてくれるかな～。

身近なお店も少なくなったし、デマンドバスは
あるけれどお年寄りは買い物や通院が大変。

「武石地域の現状と課題」を踏まえ、住みよい武石をつくる会では、行政や各種団体と連携し
住民の皆さんと協力しあいながら、これからの10年間で次のようなまちづくりを進めます。

自治会や消防団など
地域生活を守る活動の促進と活性化

エリアトークや
広報紙による
地域情報の発信

防災意識の向上

空き家の調査・目配り
・利用方法研究

直売等による地産地消の
推進と賑わいの創出

交通や買い物弱者等の
社会的弱者を地域で支える
仕組みづくの調調査研

通学合宿などの
子ども体験活動の支援

地域ぐるみで
子どもを育てる事業の展開

手軽な健康づくり
活動の推進

地域スポーツ
イベントへの協力

地域の祭りや
伝統文化の継承

地域外住民との交流の促進

農地の有効利用・
インフラ整備・
集落営農等の
調査研究

地元食材・ジビエ・山菜等の
活用に向けた調査研究

売り手と買い手がつながる
新たな経済活動の構築

カラマツ間伐材の
有効利用の調査研究

地域住民の
協力による
道路や河川の
環境整備

Ｉターン・Ｕターンによる
移住の促進

ふるさとカルタなどの
利用による
郷土愛を育む活動

森林の荒廃防止と
松茸資源を守る

武石公園エリアの活用推進

農村体験などの地域資源を生かした観光の推進

観光客にやさしい
環境づくり

旧武石村は平成の大合併により、新生上田市の一周辺地域となりました。住みよい武石をつくる会は
「住民自らが考え、実践していく」ことで、地域の存続と発展していくことをめざして活動していきます。
会では、これからどのように地域づくりを進めていくか話し合いを重ね、この計画を樹立しました。
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　本会健康福祉体育部会と武石スポーツ協会との共
催による春の「たけし史跡めぐりウォーキング」が、５
月19（日）に開催されました。
　この日は五月晴れに恵まれ、保育園児から年配者
までの45名が参加し、郷土史研究家でもある本会
児玉卓文会長の案内により地域を巡りました。
　最初に向かったのは、中世の武石の領主屋敷が
あった武石城趾、現在武石小学校体育館が建ってい
る場所です。今はほとんど当時の面影を残すものは
ありませんが、ブラタモリさながらに当時の屋敷跡
を今の体育館に重ねて想像してみました。その後、
妙見寺、信廣寺、正念寺の３つの寺と御柱祭の行わ
れる子檀嶺神社を巡り、それぞれ歴史や文化財の解
説をいただきました。大宮諏訪神社では、普段見る
ことのできない社殿の内部も見学させていただきま
した。

　６月１日、熊沢峠（下小寺尾）の古道整備が行わ
れました。武石・未来・つながるプロジェクトのメ
ンバーや一般参加者の計９人が、草刈り、倒木の除

去、崩れた道の修繕、復
元などの作業に汗を流
しました。この事業は上
田市わがまち魅力アップ
応援事業の対象で、今回
は、特に崩落が激しい中
間地点から峠下までの道
を整備しましたが、プロ
ジェクトの清住淳也さん

武石を盛
り上げる

人やグル
ープ紹介

I Love TAKESHI

武石の人・
団体

武石の人・
団体

今年２月から、長尾光子さんと１か月交代でエリアトークの放送を担
当しています。

　皆さんから「アナウンサー替わったの？」「どなたが担当しているの？」との声がありましたが、実は、長
尾さんの代理で何回か放送していました。今年からは、二人で月ごとに交代で担当しています。これからも
二人の「みっちゃん」をよろしくお願いします。

たけし史跡めぐりウォーキング

熊沢峠の古道整備

エリアトークアナウンサー

廣川光子さん

　その後武石公園に登ると、水田の水鏡がパッチ
ワークのように眼下に広がり、参加者から歓声が上
がりました。ここでは、武石出身の歌人川井静子

（閑古）と島木赤彦との切ない恋物語を聴かせていた
だきました。
　最後のともしび博物館では、写真家岡田光司氏の

「煌めく絶景信州武石」写真展が開かれており、余里
の花桃、あじさい公園、武石嶺からの絶景など、光
をモチーフにした
大自然の造形を存
分に楽しむことが
できました。
　田植え作業が進
む新緑の田園地帯
と新たな発見に、
参加者一同心地良
い時間を満喫して
いました。

は、「峠道の整備を進め、熊沢峠を通るイベントを
早く開催したい」と話していました。

●自主防災組織防災リーダー研修会
　６月27日（木）19時  武石体育館
●道路環境クリーン大作戦
　６月30日（日）上武石自治会、安協、自然・生活環境部会共催
●お寺でヨガ
　７月20日（土）健康福祉体育部会主催
●夏山一般募集登山
　７月21日（日）四阿山　武石山岳会主催
 　　　　　　  《問い合わせ》武石公民館
●武石夏祭り
　８月12日（月）～15日（木） 花市、花火、スポーツ大会など

6月中旬～ 8月上旬

　５月31日、御柱大祭のおねり衣装の移転作業が
行われました。通常、お祭りの中間年に虫干し作業
が行われますが、今回は武石総合センターの建設に
伴い公民館が取り壊しとなることから、公民館倉庫

武石総合センター建設に伴うおねり衣装の移転作業
から自治センター旧議長室に虫干しも兼ねて衣装や
道具類の移転作業が行われました。御柱祭り役員、
企画指導員、師匠など総勢30名が参加し午前中に
すべての作業が終了しました。
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